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令和７年度 全国学力・学習状況調査の結果より 

 

敦賀市立角鹿中学校 
 
  中学３年生を対象とした全国学力・学習状況調査の結果から見えてきた角鹿中学校生徒の成果

と課題についてお知らせします。今回の調査で見えてきた課題を克服し、さらなる成長を目指して、学

校全体で取り組んでいきます。 
 

１ 教科に関する結果から  
 

◎国語 
 

 【特に正答率の高かった設問】  

○文脈に即して漢字を正しく使うことができるかどうかをみる問題 

〇目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすることができるかどうかをみる問題  

○表現の効果について、根拠を明確にして考えることができるかどうかをみる問題 

○文 章 全 体 と部 分 との関 係 に注 意 しながら、登 場 人 物 の設 定 の仕 方 を捉 えることができる 

かどうかをみる問題  

 【課題】  

 

 

 

 

 

 

 

 【対策】  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語のみならず、各教科や総合的な学

習の時間などで自分の考えをまとめ、発

表する活動において、互いのまとめを推

敲し合う活動を取り入れます。また、模

範となる文章の優れている点について話

し合う活動なども取り入れます。 

資料や機器を用いて、自分の考えが分

かりやすく伝わるように表現を工夫

することができるかどうかをみる問

題（下記の問題） 

 

 

 

 正
答
例
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出典：令和７年度全国学力・学習状況調査 中学校国語より 



◎数学 

【特に正答率の高かった設問】 

○事象が常に成り立つとは限らないことを説明する場面において、反例をあげるこ 

とができるかどうかをみる問題 

○不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて 

説明することができるかどうかをみる問題 

【課題】 

 

 

 

 

【対策】 

 

問題①                  問題② 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

素数の意味を理解しているかどうか

をみる問題 

（以下の問題①） 

ある事象が成り立つことを構想に基

づいて証明することができるかどう

かをみる問題（以下の問題②） 

左記の問題に限らず、小学校で既に

学習済みである算数の知識や定理、公

式が定着していないことがあります。

ただ単に暗記するのではなく、言葉の

意味や数の構成、性質など、様々な見

方、捉え方ができるような学習活動を

心がけます。例えば８という数を見た

ときに、積が８となる式や、素因数分

解した形を考えるなど、生徒たちが数

に対して多様な見方・考え方をする機

会を増やしていきます。  

 

証明問題では、模範解答を例にとっ

て証明の仕組みと書き方について再

度学習し、ペアで互いの証明について

検討するなど、論理的に説明する力を

習得する場面を多く取り入れます。  

問題②の解答  

平行四辺形ＡＢＣＤの向かい合う辺は平行であるから、  

ＡＢ∥ＤＣ   

よって、  ＡＧ∥ＨＣ  ……①   

平行四辺形ＦＣＥＡの向かい合う辺は平行であるから、  

ＦＣ∥ＡＥ   

よって、  ＧＣ∥ＡＨ  ……②   

①、②より、２組の向かい合う辺がそれぞれ平行で  

あるから、  四角形ＡＧＣＨは平行四辺形である。  

解答  

２，３，５，７  

出典：令和７年度全国学力・学習状況 

調査 中学校算数より 



◎理科 

【特に正答率の高かった設問】 

○身の回りの事象から生じた疑問や見いだした問題を解決するための課題を設定で 

きるかどうかをみる問題 

○科学的な探究を通してまとめたものを他者が発表する学習場面において、探究から

生じた新たな疑問や身近な生活との関連などに着目した振り返りを表現できるか 

どうかをみる問題 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

【対策】 

 

問題①                     ↗問題②のつづき 

 

 

 

 

解答 

 

 

 

 

問題②                ↗ 

 

 

解答  

 

 

 

 

水の中の生物を観察する場面におい 

て、呼吸を行う生物について問うこと

で、生命を維持する働きに関する知識

が概念として身に付いているかどう 

かをみる問題 

（下記の問題①） 

化学変化に関する知識及び技能を活

用して、実験の結果を分析して解釈

し、化学変化を原子や分子のモデルで

表すことができるかどうかをみる問

題（下記の問題②）  

観察や実験から、事象や結果につ

いて話し合ったり、まとめたりする

場面を大切にします。また、実験・

観察の視点も再確認し、着目した点

について話し合う活動を取り入れま

す。  

原子や分子、化学式、化学反応式

の構造を再度確認し、実験やその映

像などと対応させながら、化学変化

をモデルで表す活動をしていきま

す。また、それらを互いに説明し合

う場面をつくり、自分の言葉で表現

し合う活動を取り入れます。  

 

出典：令和７年度全国学力・学習状況調査 中学校理科より 



２ 学習状況調査より 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特に良好であった点】 
  

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「自分には良いところがあるか」「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも 

相談できるか」「学校に行くのは楽しいか」などの質問（項目）においても、「当てはまる」と回答した 

生徒の割合が県平均・全国平均を上回っています。本校のスクールプランでは「心のよりどころづく 

り」を目標に掲げ、「大切にされている」という意識の醸成や、「聴いてもらえる」という安心感を与 

えることに努めてきた成果が表れていると思われます。 
 

人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

１ 当てはまる ２ どちらかというと当てはまる 
 

角鹿中学校  

 

 

 

福  井  県  

 

 

 

全    国  

【課題】  

 

【対策】 
・様々なキャリアを学ぶ機会を増やすことで、生徒

一人ひとりが様々な夢や目標が持てるように支

援していきます。 

・総合的な学習の時間における探究学習に力を入れ

ることで、エージェンシー（自分で目標を設定し、

振り返り、責任をもって行動する能力）を育てて

いきます。 

・本校がこれまでも力を入れてきたレジリエンス教

育をベースとし、道徳や学級活動、生徒会活動な

どの活動を通して子ども達の自己肯定感を高め、

挑戦する力を育てていきます。 

・タブレットによる朝の健康観察や毎月行っている

アンケート調査により、個々の生徒の心の揺れに

寄り添っていきます。 

今後も、教職員一同力を合わせて、 

学校教育目標「これからの社会をたくましく生きる力を持つ児童生徒の育成」 

に努めてまいります。ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思うか」「自分と違う意見について話し合うのは楽

しいか」という質問（項目）でも「あてはまる」と答えた生徒が多くいました。これは、小中一貫教育

やふるさとを愛する心の涵養、また、「ピアサポート」などによる他者を思いやる心を育み、多様な価

値観を育成してきた成果の表れと考えています。 

 

角鹿中学校  

 

 

 

福  井  県  

 

 

 

全    国  

出典：令和７年度全国学力・学習状況調査 生徒質問紙より 

 

･将来の夢や目標がまだ

定まっていない生徒が

多い。 

 

･普段の生活の中で幸せ

な気持ちになる生徒の

割合が減ってきている。 

 


